
星空ガイド ７月１６日～８月１５日

※惑星は２０２１年８月１日の位置です。

よいの星空
７月１６日２２時頃

８月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
７月１６日 ４時頃

８月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

７ １６ 金 ４：５６ １９：１１ １０：４９ ２３：１０ ６．１

２１ 水 ４：５９ １９：０８ １６：３５ １：３５ １１．１

２６ 月 ５：０３ １９：０５ ２０：５７ ６：５４ １６．１

８ １ 日 ５：０７ １９：００ ２３：４７ １２：５３ ２２．１

６ 金 ５：１１ １８：５５ ２：２９ １７：３２ ２７．１

１１ 水 ５：１５ １８：５０ ７：３７ ２０：４３ ２．５

１５ 日 ５：１８ １８：４６ １２：０２ ２２：５０ ６．５
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８月１３日の明け方に、ペルセウス座流星群が極大

８月１３日（金）にペルセウス座流星群が極

大を迎えます。極大時刻は１３日の午前４時と

予報されていますから、観望に最も適している

のは１２日深夜から１３日未明ということになりま

す。前後の１１日と１３日の夜も、比較的多くの

出現が予想されます。

特に今年は、８日が新月に当たっているた

め、１２日夜での月齢は４程度と細く、しかも２１

時１３分に月が沈みます。一方、ペルセウス座

流星群が良く見えるようになるのは２２時前後

から夜明けですので、月明かりの影響がほとんどなく、好条件です。

ペルセウス座流星群は、２２時前後から見え始め、放射点の高度が上がる深夜か

ら明け方が見ごろとなります。１３日未明のピーク時には、空の暗い場所では、１時間

に４０～５０個程度が出現すると予想されています。

流星は、ペルセウス座にある放射点から四方八方に流れるような見え方をします

が、流星自体は空全体に出現しますので、なるべく空の広い範囲を見るようにして下

さい。

８月１４日は旧七夕

８月１４日（土）は、旧暦の７月７日にあたり、いわゆる旧七夕の日です。いまでは、

現行の太陽暦で七夕行事を行うのが一般的ですが、近年は旧七夕を「伝統的七

夕」とも呼び、この日にイベントを行う事もあります。また、旧七夕の時期に近づけるた

めに、一か月遅い８月７日に七夕行事を行う地域もあります。今年は、旧七夕でも空

を見上げてみてはいかがでしょうか。

嘉数 次人（科学館学芸員）
［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

７ １７ 土 上弦(１９時)

１８ 日 冥王星が衝

１９ 月 土用の入り

２１ 水 月が最近(３６４,５００km)

２２ 木 大暑(太陽黄経１２０°)

２４ 土 ○満月(１２時)

月と土星がならぶ

２６ 月 月と木星がならぶ

３１ 土 下弦(２２時)

月 日 曜 主な天文現象など

８ １ 日 水星が外合

２ 月 土星が衝

月が最遠(４０４,４００km)

７ 土 立秋(太陽黄経１３５°)

天王星が西矩

８ 日 ●新月(２３時)

１１ 水 夕方に月と金星がならぶ

１３ 金 ペルセウス座流星群が極大

１４ 土 旧七夕

図：ペルセウス座流星群の放射点
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